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腸内細菌の制御を担う新たな「膵臓」の役割
Pancreas as a novel regulator of the commensal bacteria
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腸管における微生物との共生と排除の仕組みを担う分子機構の一つに，小腸のパイエル板M細胞を介
したサルモネラ菌や大腸菌の捕捉機構が知られている．パイエル板M細胞に発現するマーカー分子の探
索から，M細胞内への細菌取り組みに関わる糖タンパクが見出されている．
その一方で，当該タンパクは膵臓腺房細胞に含まれる消化酵素の開口分泌顆粒膜上の 25 パーセント以

上を占める主要な糖タンパクであることが以前より示され，1日に 500 ミリリットル以上分泌される膵液
にも多く含まれていると推察される．実際に，マウス消化管を用いた組織学的な解析から，膵臓腺房細
胞に豊富に存在する糖タンパクが腸管管腔においてはファーター乳頭より口側では検出されず，肛門側
において強い集積が認められていた．また，炎症性腸疾患においては膵臓糖タンパクに対する自己抗体
が作られることも明らかとなっている．
本発表では，上述のように未だ不明瞭な膵臓糖タンパクの役割について明らかにすることに加えて，

本来は消化酵素の分泌といういわゆる化学消化と代謝に重要な臓器である膵臓が腸内細菌に作用する分
泌タンパクを産生し，「腸内環境の維持」に働くという新たな膵腸連関の可能性について紹介する．


